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OUTLINE
概 要

　G7富山・金沢教育大臣会合の公式サイドイベントとして令和５年３月19日（日）、富山会
場のパレブラン高志会館と金沢会場の金沢市文化ホールをオンラインでつなぎ「富山・金沢
こどもサミット」を合同で開催しました。
　富山県の中高生と金沢市の中学生が、彼ら自身が未来の社会を創り上げていく主役として、
よりよい未来に向かって今後行動していくことを事前勉強会で議論し、取りまとめた「富山・
金沢こどもサミット　宣言書」を発表しました。
　金沢市では、事前勉強会において、 SDGｓ達成に向けて各学校で実践してきたことを発表
したSDGｓ子どもフォーラム in Kanazawaの経験を活かし、議論しました。
　宣言書は、富山・金沢両会場において、文部科学省職員と藤井裕久富山市長、村山卓市長に
手渡され、G7富山・金沢教育大臣会合の議長である永岡桂子文部科学大臣に、大臣会合で子
どもたちの目線からの意見も参考としていただけるよう、提出されました。
　令和５年５月13日（土）のG7富山・金沢教育大臣会合では、公式プログラムとして、G7
各国の大臣等に「富山・金沢こどもサミット宣言書」を取りまとめるまでの活動や宣言書の
内容を英語で紹介し、その後意見交換を行いました。

令和５年１月２８日

令和５年２月１０日

令和５年２月１７日

令和５年3月   3日

令和５年3月１9日

令和５年5月１3日

SDGs子どもフォーラム in Kanazawa

事前勉強会①　

事前勉強会②

事前勉強会③

富山・金沢こどもサミット

G7各国大臣等との意見交換
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SDGs子どもフォーラム in Kanazawa
　金沢市立小・中学校の児童生徒がSDGｓ達成に向けて各学校で実践した取り組みについて、学
校間で発表し、意見交換を行いました。また、北陸ESD 推進コンソーシアム（※）の池端 弘久
氏の講演「SDGs 達成のために、今日からわたしたちにできること」を通して、自己の価値観や生
き方の見直しと、持続可能な社会の担い手としての意識を高めました。
　SDGs子どもフォーラム in Kanazawaで各学校でまとめたことや学んだことを活かし、富山・金
沢こどもサミットの事前勉強会へ臨みました。

事前勉強会①
　金沢市立中学校24校の代表生徒が参加し、よりよい社会・未来をつくる宣言書を取りまとめる
ため、5つのグループに分かれてオンラインで議論しました。
　グループごとに、各学校でまとめたSDGｓの取り組みを発表し、その中から共通するキーワードを
見つけ出してグループテーマを設定し、自分たちにできることを考え、金沢市の宣言案として取りまと
めました。

※北陸 ESDコンソーシアムとは
北陸において、SDGｓの達成に向けて、ESD（Education for Sustainable Development : 持続可能な開発のための教育）
を進め、持続可能な社会づくりを担う人材を育成する組織

令和５年１月28日

令和５年2月10日

3



事前勉強会②
　富山市立中学校25校の代表生徒と金沢市立中学校24校の代表生徒が５つのグループに分かれ
てオンラインで交流・議論しました。
　富山市、金沢市の生徒が、事前にそれぞれの市で作成した宣言文を紹介して、お互いの良い視
点や、共通の取り組み等について確認したうえで、相手の意見に寄り添いながら自らの考えをしっ
かりと発言し、協力しながら両市の宣言書案を１つにまとめていきました。

事前勉強会③
　宣言書を取りまとめる上で海外の状況にも目を向けるため、金沢大学理工研究域生命理工学系
の助教でウクライナ出身のローマン・ミロツスキー氏にウクライナの教育の状況等についてオンライ
ンで講演を行っていただき、「未来に柔軟で前向きであること」、「夢を持ち続けることが大事である
こと」、「学ぶことで得られる知識が財産であること」といったメッセージをいただきました。
　また、北陸在住の留学生に対して実施したアンケートでは、世界がより良い未来に向かって進ん
でいくために必要なことを質問し、その回答を宣言書を取りまとめる上での参考としました。

令和５年２月17日

令和５年３月３日
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日程

令和５年３月19日（日） 

金沢会場　80名 来賓　　　岡村直子様 文部科学省国際統括官
出席者　　馳　　浩 石川県知事
　　　　　村山　卓 金沢市長
　　　　　山田　啓之 金沢市副市長
　　　　　野口　弘 金沢市教育長 
G7富山・金沢教育大臣会合石川県推進協議会事務局員等 15名
金沢市教育委員会  12名
金沢市内中学校生徒及び引率 48名

参加者

文部科学大臣あいさつ（骨子）

13：30 開場・受付

14：15 グループ発表

15：15 休憩

15：30 富山・金沢こども宣言書案の発表・採択及び宣言書手交
文部科学省・富山市長・金沢市長からの言葉

15：50 閉会
閉会挨拶/馳　浩　石川県知事

14：00 開会
開会挨拶/新田　八朗　富山県知事
来賓挨拶/永岡　桂子　文部科学大臣（VTR）
両県の取り組み紹介（VTR 5分）

　富山・金沢こどもサミットの準備のため、皆さんが同世代の仲間と事前学習を行い、
県の垣根を越えてオンラインで意見交換を行い、また、海外の方の話を聞いて視野を広
めるといった努力をされたと聞きました。
　未来の担い手である皆さんがよりよい社会を作っていくため自分たちができることを考
えてこられたことを大変頼もしく思います。
　G7富山・金沢教育大臣会合の時には、皆さんの代表に会合へ出席してもらい、G7
各国から来る教育大臣を前に宣言を発表し、意見交換をしてもらうこととしています。
　本日が皆様にとって実り豊かなものになることをお祈りしております。

文部科学大臣
永岡 桂子

富山・金沢こどもサミット
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　富山・金沢両市、それぞれ５グループが事前勉強会で話し合いそれぞれのグループで設定したテー
マを実現するために自分たちができることをスライドにまとめ、発表しました。お互いに意見や感想を
述べあい、活発に議論をしました。

グループ発表

　富山県の中高生、金沢市の中学生が取りまとめた「富山・金沢こども宣言書案」を合同で発表し、
採択しました。採択した宣言書は当日、文部科学省の職員に手交し、永岡文部科学大臣に届けら
れました。

宣言書発表・採択・手交

集合写真

金沢 富山

金沢 富山

富山・金沢こどもサミット
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TOYAMA KANAZAWA CHILDREN'S SUMMIT

　誰も予想しえなかったコロナ禍や今なお世界各地で続く争い、めざましい技術発展など、未来を予
測することがより難しくなった時代にあっても、誰もが幸せを感じながら、社会全体がよりよい未来
に向かって進んでいくために、次のように行動していくことをここに宣言します

 夢や目標を持ち、自分のよさや可能性を生かします
 　私たちは、学び続けることで、自分の可能性を広げます
 　私たちは、夢や目標に向かって、積極的にチャレンジします
 　私たちは、他者とつながり、互いのよさを理解し、高め合います

 多様性を受け入れ、他者を理解・尊重します
 　私たちは、多様な人との出会いを大切にし、小さな声に耳を傾けます
 　私たちは、対話を重ね、他者との違いを認め合います
 　私たちは、ユニバーサルデザインを推進し、誰もが居心地よく過ごせるようにします

 住みやすく、誰もが誇れるまちをつくります
 　私たちは、地域とともに、美しいまちをつくります
 　私たちは、伝統文化を守り、地域とつながります
 　私たちは、地域に学び、その魅力を発信し、地域を活性化します
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 持続可能で幸福な社会を実現します
 　私たちは、限りある資源とものを大切にします
 　私たちは、人とのつながりを大切にし、社会に貢献します
 　私たちは、互いに支えあって、命や安全を守ります
　　
 100年後の明るい未来のためにバトンをつないでいきます
 　私たちは、世代を超えて人と向き合い、思いやりをもって接します
 　私たちは、伝統や環境を大切にし、守っていきます
 　私たちは、明るい未来に向かって、挑戦し続けます
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
　これらの取り組みを、この富山・金沢の地から世界に向けて発信し、幸せなよりよい未来を創る主
人公のひとりとして、取り組んでいきます。
　G7富山・金沢教育大臣会合にお集まりいただく大臣の方々にも、私たちと共によりよい未来を創っ
ていただくことをお願いします。

2023年3月19日
富山・金沢から世界へ

富山・金沢こどもサミット参加者一同

G7富山・金沢教育大臣会合公式サイドイベント

～自分と社会のよりよい未来を創るために私たちができること～

富山・金沢こどもサミット　宣言書

1

2

3
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富山・金沢こどもサミット

7



TOYAMA KANAZAWA CHILDREN'S SUMMIT

Even during times when it is difficult to predict the future, such as the COVID-19 pandemic, the ongoing 
conflicts around the world, and the remarkable development of technology, in order for people to feel 
happiness and for society to move forward toward a better future, we hereby declare that we will take the 
following actions

 Possess dreams and goals, and make the most of our strengths and potential
 　We will grow our potential by continuing to learn
 　We will actively pursue our dreams and goals
 　We will connect with others, understand each other's strengths, and enhance each other

 Accept diversity and understand and respect others
 　We will value encounters with diverse people and listen to even the smallest of voices
 　We will engage in dialogue and accept differences with others
 　We will promote universal design and endeavour to make all people feel comfortable

 Create towns and cities that are easy to live in and that all people can be proud of
 　We will create beautiful towns and cities together with the community 
 　We will protect traditional culture and connect with the community
 　We will learn from the region, communicate its appeal, and revitalize it

 Realize a sustainable and happy society
 　We will value limited resources and things
 　We will value interpersonal relationships and contribute to society
 　We will support each other to protect lives and uphold safety

　　 Pass on the baton for a bright future 100 years from now
 　We will engage with people of all ages and treat them with compassion
 　We will value and protect traditions and the environment
 　We will continue to pursue a bright future

As one of the main actors in creating a happier and better future, we will continue to communicate 
these efforts from Toyama and Kanazawa to the world.
We would like to ask the ministers gathered at the G7 Education Ministers’ Meeting in Toyama and 
Kanazawa to work with us to create a better future.

March 19, 2023
From Toyama and Kanazawa to the world

Toyama Kanazawa Children's Summit Participants

Side Event of the G7 Education Ministers’ Meeting in Toyama and Kanazawa

~What we can do to create a better future for ourselves and society~

Toyama Kanazawa Children’s Summit Declaration

1

2

3

4
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富山・金沢こどもサミット
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各国大臣等との意見交換
　Ｇ７富山・金沢教育大臣会合の公式プログラムとして各国大臣と意見交換をしました。
　富山市と金沢市の中学生が「富山・金沢こどもサミット宣言書」を取りまとめるまでに活動してき
たことや、活動を通して感じたこと、宣言書の内容を英語でＧ７各国大臣等へ紹介しました。
　活動紹介後、Ｇ７各国大臣等と「コロナ禍の学校生活の中で苦労したこと」や「宣言書を取りま
とめるうえで気づいたこと」を今後の行動にどう活かしていくかなどについて意見交換を行いました。

令和５年５月13日
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【関係資料】 広島サミット・関係閣僚会合

G7札幌気候・エネルギー・環境大臣会合
G7長野県軽井沢外務大臣会合
G7倉敷労働雇用大臣会合
G7宮崎農業大臣会合
G7群馬高崎デジタル・技術大臣会合
G7新潟財務大臣・中央銀行総裁会議
G7仙台科学技術大臣会合
G7富山・金沢教育大臣会合
G7長崎保健大臣会合
G7広島サミット
G7三重・伊勢志摩交通大臣会合
G7栃木県・日光男女共同参画・女性活躍担当大臣会合
G7司法大臣会合
G7香川・高松都市大臣会合
G7大阪・堺貿易大臣会合
G7茨城水戸内務・安全担当大臣会合

広島サミット及び関係閣僚会合　一覧
会合名 会合名 会合名

北海道札幌市
長野県軽井沢町
岡山県倉敷市
宮崎県宮崎市
群馬県高崎市
新潟県新潟市
宮城県仙台市
富山県富山市・石川県金沢市
長崎県長崎市
広島県広島市
三重県志摩市
栃木県日光市
東京都
香川県高松市
大阪府堺市
茨城県水戸市

  4月15日 ～ 16日
  4月16日 ～ 18日
  4月22日 ～ 23日
  4月22日 ～ 23日
  4月29日 ～ 30日
  5月11日 ～ 13日
  5月12日 ～ 14日
  5月12日 ～ 15日
  5月13日 ～ 14日
  5月19日 ～ 21日
  6月16日 ～ 18日
  6月24日 ～ 25日
  7月  7日
  7月  7日 ～   9日
10月28日 ～ 29日
12月  8日 ～ 10日
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G7富山・金沢教育大臣会合石川県推進協議会

令和5年8月発行


